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２００５年３月期連結決算概要

単位：億円

　＊３月決算会社は４～３月の業績、
　 １２月決算会社は１～１２月の業績を連結

蝶理・水道機工の影響を除いた場合

上期 下期 通期 上期 下期 通期 上期 下期 通期

売 上 高 5,343 5,542 10,885 5,757 7,229 12,986 +2,101 (+19.3%) 5,757 6,023 11,781 +896 (+8.2%)

売 上 原 価 4,199 4,310 8,509 4,486 5,750 10,237 +1,728 (+20.3%) 4,486 4,675 9,161 +653 (+7.7%)

売 上 総 利 益 1,145 1,231 2,376 1,271 1,478 2,749 +373 (+15.7%) 1,271 1,348 2,619 +243 (+10.2%)

（ 売 上 高 総 利 益 率 ） 21.4% 22.2% 21.8% 22.1% 20.5% 21.2% -0.7 ポイント 22.1% 22.4% 22.2% +0.4 ポイント

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 897 911 1,808 915 1,024 1,939 +131 (+7.2%) 915 926 1,841 +33 (+1.8%)

（売上高販管費比率） 16.8% 16.4% 16.6% 15.9% 14.2% 14.9% -1.7 ポイント 15.9% 15.4% 15.6% -1.0 ポイント

営 業 利 益 247 321 568 356 455 811 +243 (+42.7%) 356 422 778 +210 (+37.0%)

（売上高営業利益率） 4.6% 5.8% 5.2% 6.2% 6.3% 6.2% +1.0 ポイント 6.2% 7.0% 6.6% +1.4 ポイント

営 業 外 収 支 ▲ 18 ▲ 34 ▲ 52 ▲ 8 ▲ 34 ▲ 43 +9 ( - )

経 常 利 益 230 286 516 348 420 768 +252 (+48.8%)

特 別 損 益 ▲ 12 ▲ 55 ▲ 67 ▲ 41 ▲ 195 ▲ 237 -170 ( - )

当 期 （ 中 間 ） 純 利 益 109 100 209 198 146 344 +135 (+64.5%)

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

７．８円 ７．１円 １４．９円 １４．１円 １０．３円 ２４．５円

１ 株 当 た り 配 当 金 ２．５円 ３．０円 ５．５円 ３．５円 ３．５円 ７．０円

通期増減
04年3月期 05年3月期

通期増減
05年3月期

（注）　蝶理・水道機工は２００５年３月期中間期まで持分法を適用。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前期）　 →　 （当期）

為替レート ＜円／US$＞ 　期中平均　 :  １１３．１ →　１０７．５ 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 期末 　 :  １０５．７ →　１０７．４

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（前期） → （当期）

＜US$／ユーロ＞ 期中平均　:  １．１７ → １．２６

　　　　　　　　　　　　期末 :  １．２２ → １．２９
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売上高・営業利益の推移
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総資産・Ｄ／Ｅレシオ、ＲＯＡ・ＲＯＥ
ＲＯＡ＝営業利益／総資産
ＲＯＥ＝当期純利益／株主資本
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営業外収支・経常利益

億円

04年3月期 05年3月期 増減 特記事項

営業外収益 128 142 +14

受取利息及び配当金 14 17 +3

持分法による投資利益 57 57 0

雑収益 57 68 +12

営業外費用 ▲ 179 ▲ 184 -5

支払利息 ▲ 75 ▲ 71 +4

雑損失 ▲ 104 ▲ 114 -9

営業外収支 ▲ 52 ▲ 43 +9

経常利益 516 768 +252

金融収支 ▲ 61 ▲ 54 +7

雑収支 ▲ 48 ▲ 45 +2

為替差益等

有利子負債の圧縮

注）収益はプラス、費用はマイナス（▲）で表示



8

特別損益・税前利益

億円

04年3月期 05年3月期 増減 特記事項

特別利益 35 23 -12
有形固定資産売却益 25 12 -14
投資有価証券売却益 2 5 +3
関係会社株式売却益 8 - -8
その他 - 6 +6

特別損失 ▲ 102 ▲ 260 -157
有形固定資産売却廃棄損 ▲ 31 ▲ 35 -4
固定資産評価損 ▲ 40 ▲ 130 -90
投資有価証券評価損 ▲ 1 ▲ 3 -2
構造改善費用 ▲ 27 ▲ 61 -33
環境対策費用 - ▲ 17 -17
その他 ▲ 2 ▲ 14 -12

▲ 67 ▲ 237 -170

449 531 +82税前利益

ネット特別損益

社宅跡地等の売却益の減少

海外子会社の固定資産の減損

繊維、ﾌﾟﾗ・ｹﾐ設備の廃棄損・廃棄費用

ＰＣＢ廃棄物処理費用

注）収益はプラス、費用はマイナス（▲）で表示
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資産・設備投資額・減価償却費

億円

04年3月末 05年3月末 増減 特記事項

総資産 12,953 14,023 +1,070
流動資産 5,491 6,444 +953
有形固定資産 5,433 5,320 -114
無形固定資産 96 108 +12
投資その他 1,933 2,151 +218

04年3月期 05年3月期 増減 特記事項

480 695 +215

673 626 -47

▲ 207 ▲ 183 +24

▲ 400 ▲ 114

設備投資額

減価償却費　　　　　－）

振替・除却等

有形固定資産増減

設備投資の効率化、除却及び減損等

内、蝶理、水道機工の影響：＋７４１億円

内、蝶理、水道機工の影響：＋６２６億円

内、蝶理、水道機工の影響：＋４７億円

内、蝶理、水道機工の影響：＋８億円

内、蝶理、水道機工の影響：＋６０億円
株価回復による投資有価証券の増加等

東レ：２９８，国内：１０９，海外：２８８

東レ：２６９，国内：　９７，海外：２６０

手元資金の増加等

主な設備投資 ：＜国内＞東レ：炭素繊維関連設備（愛媛工場）
東レ：液晶カラーフィルター設備（滋賀工場）　

　　　　　　　　　　　　　　　　東レフィルム加工　　等 　
　＜海外＞ＳＯＦＩＣＡＲ（フランス） 　

　 　　　 ＳＴＥＭＣＯ（韓国）　等　
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事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高・営業利益
億円

特記事項

０４年
３月期

０５年
３月期

０４年
３月期

０５年
３月期

上期 2,134 2,242 +108 (+5.1%) 94 101 +6 (+6.7%)

繊維 下期 2,114 2,891 +778 (+36.8%) 89 108 +19 (+20.9%)

通期 4,248 5,134 +886 (+20.9%) 184 209 +25 (+13.6%)
上期 1,274 1,348 +75 (+5.9%) 43 60 +17 (+39.9%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 下期 1,274 1,656 +381 (+29.9%) 49 96 +47 (+97.7%)

通期 2,548 3,004 +456 (+17.9%) 92 157 +65 (+70.5%)
上期 834 1,085 +251 (+30.0%) 69 150 +81 (+116.6%)

情報・通信機材 下期 944 1,107 +163 (+17.2%) 109 133 +24 (+22.0%)

通期 1,778 2,191 +413 (+23.2%) 178 283 +105 (+58.7%)
上期 543 520 -22 (-4.1%) 3 3 -1 (-18.2%)

住宅・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 下期 659 966 +308 (+46.7%) 14 40 +27 (+194.8%)

通期 1,201 1,487 +285 (+23.8%) 17 43 +26 (+153.3%)
上期 220 202 -18 (-8.2%) 7 ▲ 3 -10 ( - )

医薬・医療 下期 259 241 -17 (-6.7%) 28 31 +3 (+11.8%)

通期 479 444 -35 (-7.4%) 35 29 -7 (-18.7%)
上期 339 360 +21 (+6.0%) 27 44 +17 (+63.1%)

新事業その他 下期 292 367 +75 (+25.8%) 32 48 +16 (+51.8%)

通期 631 727 +96 (+15.2%) 59 92 +33 (+57.0%)
上期 181 215 +34 (+18.5%) 18 28 +10 (+54.6%)

内､炭素繊維複合材料下期 192 232 +40 (+21.1%) 18 28 +10 (+58.9%)
通期 373 447 +74 (+19.8%) 36 56 +20 (+56.7%)

上期 5,343 5,757 +414 (+7.7%) 247 356 +109 (+43.9%)

連結 下期 5,542 7,229 +1,687 (+30.4%) 321 455 +134 (+41.8%)

通期 10,885 12,986 +2,101 (+19.3%) 568 811 +243 (+42.7%)

売上高 営業利益

増減　　　（％） 増減　　　（％）

国内は、原燃料高の影響はあるも、衣料用・産業用と
も価格転嫁の推進、高採算品へのシフトに加え、蝶理
連結子会社化の影響もあり、増収増益。海外は、欧州
・韓国子会社の不振により減益。

樹脂事業は、自動車・電機用途の需要が堅調に推移
し、増収増益。フィルム事業も、グローバル適地生産
による事業構造改善が進展すると共に、工業・包装材
料用途が堅調に推移し、増収増益。

フラットパネルディスプレイなどデジタル関連製品向け
に、フィルム・樹脂、電子材料、液晶カラーフィルター等
の拡販を進め、増収増益。子会社も、ＩＴ関連機器子会
社によるスリットコーターの本格販売等により、増収増
益。

水道機工の連結子会社化の影響に加え、建設子会社
及びエンジニアリング子会社が拡販と体質強化を進め、
増収増益。

医薬・医療材事業とも、体質強化を進めるも、薬価及
び償還価格の引下げが実施されるとともに、競合激化
の影響により、減収減益。

炭素繊維複合材料事業は、航空機用途が拡大期に
入ると共に、産業用途が順調に拡大し、増収増益。そ
の他事業も堅調に推移すると共に、体質強化等を進
め、増収増益。

（注）東レ・ファインケミカルのＩＴ関連ケミカルを
当期よりプラスチック・ケミカルセグメントから情
報・通信機材セグメントに組み替えている。

そのため０４/３月期についても同組み替え分を
修正している。
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事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高・営業利益推移
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東レ・国内・海外別売上高・営業利益
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事業セグメント別業績（繊維）

原燃料高の影響はあるも、衣料
用・産業用とも価格転嫁の推進、
高採算品へのシフト及び New 

Value Creatorの拡大などによる事
業構造改革が着実に進展し、実
質的に増収増益。蝶理の連結子
会社化による内部消去増により、
見かけ上減収。

蝶理の連結子会社化の影響及び
商事子会社の拡販等により、増
収増益。

中国の縫製品事業、タイの織物
事業の拡大等により海外全体で
増収なるも、欧州、韓国子会社
の不振により減益。

特記事項
東レ

国内子会社

海外子会社
1,280 1,249
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修正

海外

国内

東レ

売上高 営業利益

４，２４８

５，１３４

１８４

２０９
+20.9%

+13.6%

＜主要関係会社＞
国　内：　東ﾚｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、一村産業、蝶理　他
アジア：　ＰＥＮＦＡＢＲＩＣ（ﾏﾚｰｼｱ）、ＬＵＣＫＹＴＥＸ（ﾀｲ）、ＩＴＳ（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)、ＴＦＮＬ（中国）　他

欧　米：　ＡＬＣＡＮＴＡＲＡ（ｲﾀﾘｱ）　他
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事業セグメント別業績（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ）

特記事項
東レ

国内子会社

海外子会社

蝶理の連結子会社化の影響に加
え、商事子会社、フィルム加工
子会社が拡販を進め、増収増益。

樹脂は、自動車・電機用途向け、
フィルムは、工業材料用途向け
に拡販を進めると共に価格転嫁
や高付加価値品へのシフトを進
め、増収増益。ケミカルは、ｶﾌﾟ
ﾛﾗｸﾀﾑの低採算輸出からの撤退
により、減収増益。全体として
減収増益。

各社原燃料価格高騰の影響を受
けるも、早めの価格転嫁や高採
算用途へのシフト等により、海
外全体で増収増益。
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修正

海外

国内

東レ

売上高 営業利益

３，００４

２，５４８

９２

１５７+17.9% +70.5%

＜主要関係会社＞
国　内：　東レﾌｨﾙﾑ加工、東レ・ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ、曽田香料、蝶理　他
海　外：　ＴＰＡ（ｱﾒﾘｶ）、ＴＰＭ（ﾏﾚｰｼｱ）、ＴＰＥｕ（ﾌﾗﾝｽ）、ＴＳＩ（韓国）　他

（注）東レ・ファインケミカルのＩＴ関連ケミカルを
当期よりプラスチック・ケミカルセグメントから情
報・通信機材セグメントに組み替えている。

そのため０４/３月期についても同組み替え分を
修正している。
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事業セグメント別業績（情報・通信機材）

特記事項
東レ

国内子会社

海外子会社

デジタル関連製品需要の急速
な拡大を背景に、ＩＴ関連の
樹脂・フィルム、回路材料、
液晶カラーフィルター、ＰＤ
Ｐ材料などが好調に推移し、
増収増益。

ＩＴ関連機器子会社による液晶
カラーフィルター塗布装置（ス
リットコーター）の本格販売に
加え、フィルム加工子会社の好
調等により、増収増益。

韓国のＦＰＣ材料事業が増収増
益なるも、ホームビデオ用ＰＥ
Ｔフィルムの需要減少により、
全体として増収減益。
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修正

海外

国内

東レ

売上高 営業利益

１，７７８

２，１９１

１７８

２８３

+23.2%
+58.7%

＜主要関係会社＞
国　内：　東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、東レﾌｨﾙﾑ加工　他
海　外：　ＴＰＡ（ｱﾒﾘｶ）、ＴＰＥｕ（ﾌﾗﾝｽ）、ＴＳＩ（韓国）　他

（注）東レ・ファインケミカルのＩＴ関連ケミカルを
当期よりプラスチック・ケミカルセグメントから情
報・通信機材セグメントに組み替えている。

そのため０４/３月期についても同組み替え分を
修正している。
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事業セグメント別業績（住宅・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

特記事項

国内子会社

水道機工の連結子会社化に
加え、建設子会社及びエン
ジニアリング子会社が拡販
と体質強化を進め、増収増
益。
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海外

国内

東レ

売上高 営業利益

１，２０１

１．４８７

１７

４３
+23.8%

+153.3%

＜主要子会社＞
国　内：　東レ建設、東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、東レＡＣＥ、水道機工　他
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事業セグメント別業績（医薬・医療）

特記事項

東レ

国内子会社

医療材の販売数量は増加す
るも、償還価格引き下げ及
び競争激化の影響等により、
減収減益。

薬価引下げや医療材の償還
価格引下げ、並びに競争激化
の影響等により、減収減益。
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売上高 営業利益

４７９

４４４

３５

２９

-7.4%
-18.7%

＜主要子会社＞
国　内：　東レ・ﾒﾃﾞｨｶﾙ
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事業セグメント別業績（新事業その他）

特記事項

東レ

国内子会社

海外子会社

主力の炭素繊維複合材料
（複材）事業が好調に推移
し、増収増益。

複材事業における、航空機
用途の需要が拡大期に入る
と共に、産業用途が順調に
拡大し、増収増益。

商事子会社、サービス子会
社の拡販を主因に、増収増
益。
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売上高 営業利益

６３１

７２７

５９

９２

０４／３月期　　
全体　（内複材） 全体　（内複材） 全体　（内複材） 全体　（内複材）

０５／３月期　　 ０４／３月期　　 ０５／３月期　　

+15.2%

+57.0%

+19.8%

+56.7%

＜主要関係会社＞
国　内：　東レﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ、東レｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ　他
海　外：　ＳＯＦＩＣＡＲ（ﾌﾗﾝｽ）　他
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連結営業利益の増加要因分析(1)
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０４／３期 ０５／３期

億円

先端材料・ＮＶＣ＊の
拡大、生産・営業効率
改善、販売量・生産量
増など

ＴＣプロジェクト効果
（製造固定費・外注
加工費・購買物流費・
本社費・営業費の削
減、要員効率化など）

石化原料由来製
品の値上げ及び高
採算品へのシフト

石化原料由来
製品の原燃料
価格アップ

その他の製品
の価格変動
（ネット）

＊ＮＶＣ：New Value Creator

カバー率約９４％

227
90

396 421

49

568

811
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連結営業利益の増加要因分析(2)

＜過去３期の営業増益要因分析＞

(TC-1) (TC-2) (TC-3)

02/3→
03/3

03/3→
04/3

04/3→
05/3

合計

先端材料・ＮＶＣ＊の拡大、生産・営業効率改善（原単位・
品種構成改善など）、販売量・生産量増など

+125 +181 +227 +533

ＴＣプロジェクト効果（製造固定費・外注加工費・購買物流
費・本社費・営業費の削減、要員効率化など） +140 +123 +90 +353

販売価格アップ・原燃料価格アップの影響など（ネット） -123 -66 -74 -263

合        計 +142 +237 +243 +622

ＮＴ-Ⅱ
ＮＴ２１

億円

＊ＮＶＣ：New Value Creator



21

Ⅱ．２００６年３月期業績見通し（連結）Ⅱ．２００６年３月期業績見通し（連結）
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２００６年３月期連結業績見通し

億円

備考：　為替レートの前提は、１０３円／US＄
　　　　 原油価格見通しは、４５US＄／Ｂ

05年3月期 06年3月期
上期 5,757 7,000 +1,243 (+21.6%)

下期 7,229 7,800 +571 (+7.9%)

通期 12,986 14,800 +1,814 (+14.0%)

上期 356 340 - 16 (-4.5%)

下期 455 560 +105 (+23.2%)

通期 811 900 +89 (+11.0%)

上期 348 310 - 38 (-10.9%)

下期 420 550 +130 (+30.9%)

通期 768 860 +92 (+12.0%)

上期 198 130 - 68 (-34.3%)

下期 146 300 +154 (+105.3%)

通期 344 430 +86 (+25.0%)

上期 14.12円 9.28円

下期 10.34円 21.42円

通期 24.46円 30.71円

上期 ３．５円 ４．０円

下期 ３．５円 ４．０円

通期 ７．０円 ８．０円

増減

１株当たり
当期純利益

１株当たり
配当金

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益
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事業セグメント別業績見通し（売上高／営業利益）

億円

蝶理の通期連結の効果に加え、単体の
ＮＶＣ＊推進と値上げ浸透、中国・アセア
ンの事業拡大を中心に、増収増益。

国内外のフィルム・樹脂加工の収益伸長
等を中心に、増収増益。

ＩＴ関連フィルム、電子情報材料、液晶
材料関連事業等の伸びを中心に、増
収増益。

建設事業、プラント事業の収益伸長
を中心に、増収増益。

炭素繊維複合材料の事業拡大等により、
増収増益。

航空機用途、一般産業用途の拡大と　
Ｓｏｆｉｃａｒの増設効果により、増収増益。

新ﾀｲﾌﾟ人工腎臓増産の効果あるも、医
薬品・医療材とも競争激化の影響により、
増収減益。

０５年
３月期

０６年
３月期

０５年
３月期

０６年
３月期

上期 2,242 3,050 +808 (+36.0%) 101 110 +9 (+9.4%)

繊維 下期 2,891 3,100 +209 (+7.2%) 108 130 +22 (+20.1%)

通期 5,134 6,150 +1,016 (+19.8%) 209 240 +31 (+15.0%)
上期 1,348 1,650 +302 (+22.4%) 60 70 +10 (+15.8%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 下期 1,656 1,750 +94 (+5.7%) 96 100 +4 (+4.0%)

通期 3,004 3,400 +396 (+13.2%) 157 170 +13 (+8.6%)
上期 1,085 1,050 -35 (-3.2%) 150 120 -30 (-19.9%)

情報・通信機材 下期 1,107 1,300 +193 (+17.4%) 133 190 +57 (+42.8%)

通期 2,191 2,350 +159 (+7.2%) 283 310 +27 (+9.6%)
上期 520 650 +130 (+24.9%) 3 ▲ 10 -13 ( - )

住宅・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 下期 966 1,000 +34 (+3.5%) 40 60 +20 (+49.1%)

通期 1,487 1,650 +163 (+11.0%) 43 50 +7 (+16.4%)
上期 202 200 -2 (-1.1%) ▲ 3 0 +3 ( - )

医薬・医療 下期 241 250 +9 (+3.6%) 31 20 -11 (-36.5%)

通期 444 450 +6 (+1.5%) 29 20 -9 (-29.9%)
上期 360 400 +40 (+11.2%) 44 50 +6 (+13.6%)

新事業その他 下期 367 400 +33 (+8.9%) 48 60 +12 (+24.7%)

通期 727 800 +73 (+10.1%) 92 110 +18 (+19.4%)
上期 215 240 +25 (+11.7%) 28 40 +12 (+42.1%)

(うち炭素繊維複合材料) 下期 232 260 +28 (+12.1%) 28 40 +12 (+43.8%)

通期 447 500 +53 (+11.9%) 56 80 +24 (+43.0%)
上期 5,757 7,000 +1,243 (+21.6%) 356 340 -16 (-4.5%)

連結 下期 7,229 7,800 +571 (+7.9%) 455 560 +105 (+23.2%)

通期 12,986 14,800 +1,814 (+14.0%) 811 900 +89 (+11.0%)

売上高 営業利益
特記事項

増減　　　（％） 増減　　　（％）

＊ＮＶＣ：New Value Creator
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設備投資額・減価償却費・研究開発費見通し
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設備投資額
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減価償却費

（見通し）
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売上高研究開発費比率

研究開発費

04/3月期　 05/3月期　 06/3月期
（見通し）

＊売上高研究開発費比率は下記商事子会　
　 社を除くベース
＜国内＞東ﾚｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ（株）,蝶理（株）,　
一村産業（株）,丸佐（株）,東ﾚｱｲﾘｰﾌﾞ（株）等
＜海外＞TOMAC(ｱﾒﾘｶ),TEL(UK),TCH・　
THK(中国) 等

480

695

950

673
626

650

374
384 390
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０６/３期連結営業利益見通しの増加要因分析

・炭素繊維複合材料の需要拡大新事業その他

・設備投資による償却負担増など・ＪＤプロジェクトその他の要因

・ﾛｲﾔﾘﾃｨ収入の減少

・水道機工上期連結の影響

・ＩＴ機器需要の減少

・上期の一部ＩＴ関連需要の回復遅れ

・原燃料価格高

・原燃料価格高

主な減益要因（05/3→06/3)

８９億円の増益合計

・医療材の拡販と体質強化医薬・医療

・事業構造改革の推進住宅・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

・ＦＰＤ、携帯電話等デジタル関連製品の需要拡大

・ＣＯＦ＊用２層回路材料の増産効果

情報・通信機材

・価格転嫁、高採算品種へのシフト

・事業構造改革の推進（ＴＰＥｕなど)
・自動車・電機用途のグローバルな需要拡大

・蝶理の通期連結

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ

・価格転嫁、高採算品種へのシフト

・事業構造改革の推進（中国など）

・先端材料事業の拡大（ｴｱﾊﾞｯｸﾞ用途、フッ素繊維

事業など）

・アセアン事業の収益拡大

・蝶理の通期連結及び収益拡大

繊維

主な増益要因（05/3→06/3)セグメント

＊ＣＯＦ：Chip On Film
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原料価格の推移

主要原料の価格は、０５年１～３月に若干軟化したものの、４～
６月以降は高値で推移すると見込む。

主要原料の価格は、０５年１～３月に若干軟化したものの、４～
６月以降は高値で推移すると見込む。

原油および粗原料価格の推移

３９．５ ４５．０原油（DUBAI FOB，$/BL,右軸）　→

←　ナフサ（$/t,左軸）

←　ＰＸ（$/t,左軸）

←　ＥＧ（$/t,左軸）

←　ＡＮ（$/t,左軸）

ＢＺ(¢/gal,右軸）　→
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Ⅲ．中期経営課題　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．中期経営課題　　　　　　　　　　　　　
““プロジェクトＮＴプロジェクトＮＴ-ⅡⅡ””フォローアップフォローアップ
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ＮＴ改革プロジェクトの全容

“プロジェクトＮＴ－Ⅱ”
　2004年4月－

“プロジェクト　ＮＴ２１”
　2002年4月－2004年3月 中期展望

＜推進プロジェクト＞

1. 営業改革

2. トータルコスト競争力強化

3. グローバル生産改革

4. 事業構造改革　　　　　　　　
（赤字事業・赤字会社の削減・黒字化）

5. 財務体質強化

6. 研究改革

7. 賃金制度・年金制度改革

抜本的体質強化による「守り」の経営抜本的体質強化による「守り」の経営
事業構造改革による「攻め」の経営事業構造改革による「攻め」の経営

＜推進プロジェクト＞

1. 組織活性化

2. トータルコスト競争力強化

3. 財務体質強化

4. 営業改革

5. 品種別利益管理

6. 先端材料事業拡大

7. ナンバーOne事業拡大

8. 海外事業の戦略的拡大

営業利益:

1,200億円以上

ROA:8%以上

ROE:10%以上

高収益事業構造
への転換

営業利益:

1,200億円以上

ROA:8%以上

ROE:10%以上

高収益事業構造
への転換

＜目標＞
　2004年度：　連結営業利益500億円以上

＜目標＞
　　早期：　連結営業利益1,000億円達成
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ＮT-Ⅱの数値目標

717 719

476

323

512

568

900

1,000

188

811

330

0

200

400

600

800

1,000

1,200

97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3

（億円）

“プロジェクトＮＴ２１”

実績　　　　　　　　

　　“ＮＴ－Ⅱ”所期目標値
　　見通し　

早期に達成
（見通し）

“プロジェクトＮＴ-Ⅱ”

営業利益の推移

740

営業利益１０００億円営業利益１０００億円
達成時の主要財務達成時の主要財務

指標イメージ指標イメージ

ＲＯＡ：　約７％

ＲＯＥ：　約９％

Ｄ／Ｅレシオ：１．０以下



30

ＮＴ－Ⅱの個別プロジェクト

①アセアン－事業構造改革、新規事業展開による収益拡大
②中国－黒字定着、新規事業の積極的推進
③韓国－ＩＴ関連材料、先端材料の拡大
④欧米－事業構造改革、先端材料拡大による収益向上

（８）海外事業の戦略的拡大
　　（ＫＰプロジェクト）

①ナンバーＯｎｅ事業拡大戦略の推進　②ナンバーＯｎｅ事業への経営資源の傾
斜投入　③社員の意識高揚（自信、プライドの喚起）とナンバーＯｎｅ事業の力を
活かした事業戦略強化

（７）ナンバーＯｎｅ、オンリーＯｎｅ、

　　 ファーストＯｎｅ事業拡大

　　（ナンバーＯｎｅプロジェクト）

①新規先端材料の早期事業化　②研究開発機能の強化（ＴＦＲＣなどの拡充等）
③既存先端材料の拡大　④知的財産力の強化

（６）先端材料事業拡大
　　（ＳＺプロジェクト）

①粗利赤品種の撲滅　②高採算品種へのシフト
③売上高営業費比率の維持・低減

（５）品種別利益管理強化

　　（ＨＫプロジェクト）

事業構造

改革による

事業拡大・

収益拡大

①営業の意識改革　②営業指標の目標管理　③New Value Creatorの推進
④ＩＴ武装化　⑤ワンストップトータルサービス機能拡大　⑥グローバルオペレー
ションの更なる強化　⑦ＺＨ（在庫半減）プロジェクト

（４）営業改革
　　（営業改革プロジェクト）

　

（３）財務体質強化

　 （ＦＫ－Ⅱプロジェクト）

（２） トータルコスト競争力（～０５／３）
　　　（ＴＣプロジェクト）
　　　自助努力改善（０５／４～）
　　　（ＪＤプロジェクト）　

（１）活性化

（ＡＣＴプロジェクト）

プロジェクト

①先端材料事業への投資拡大と財務体質強化の両立
②D/Eレシオ１．０以下の早期達成

①ＴＣ－３の確実な実行　（削減目標：６０億円、実績：９０億円）
②０５年度以降は自助努力改善（ＪＤプロジェクト）として展開

①コミュニケーション・情報共有化の強化　②コーポレートアントレプレナーシップ
の社風喚起　③年金制度の改革　④若手優秀人材の抜擢　⑤女性が活躍でき
る企業文化の確立

取り組むべきテーマ

意識改革 ・

企業体質

強化

経営課題
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１．活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

社内活性化を目指し、以下について全社運動を展開している。
①コミュニケーション・情報共有化の強化
②コーポレート・アントレプレナーシップの社風喚起
③年金・退職金制度の改革
④若手優秀人材の抜擢
⑤女性が活躍できる企業文化の確立

社内活性化を目指し、以下について全社運動を展開している。
①コミュニケーション・情報共有化の強化
②コーポレート・アントレプレナーシップの社風喚起
③年金・退職金制度の改革
④若手優秀人材の抜擢
⑤女性が活躍できる企業文化の確立

コミュニケーション・情報共有化の
強化（ﾏﾙﾁｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動）

コミュニケーション・情報共有化の
強化（ﾏﾙﾁｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動）

コーポレート・アントレプレナーシッ
プの社風喚起

コーポレート・アントレプレナーシッ
プの社風喚起

１．上下左右のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・情報共有化の強化・徹
底を目指して、2004年7月から全社運動「ﾏﾙﾁｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動(MC)運動」をスタート

２．「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの日」を設定し、課単位で月例会・
職場会を毎月100%実施。「安全」「業績」
「企業倫理」「法令遵守」の４点を必ずフォ
ロー

３．2004年10月からｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ情報ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰの全社展
開を順次スタート

１．現在の地道な取り組みを継続し、定着を図る
２．月例会フォロー項目に「ＣＳＲ」を含める
３．上司・部下の双方向のコミュニケーション強化
４．社内組織間、社外とのコミュニケーションへ拡大

２００６年３月期の課題

２００５年３月期の進捗状況＜取り組むべき主要なテーマ＞
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２．ＪＤ（自助努力改善）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

３ヶ年にわたるＴＣ（トータルコスト削減）プロジェクトは、グループ全体として計画以
上の成果をあげることができた。
今期以降はＪＤ（自助努力改善）プロジェクトとして、恒常的な体質強化に取り組んで
いく。

３ヶ年にわたるＴＣ（トータルコスト削減）プロジェクトは、グループ全体として計画以
上の成果をあげることができた。
今期以降はＪＤ（自助努力改善）プロジェクトとして、恒常的な体質強化に取り組んで
いく。

「自助努力」による、恒常的な体質強
化の継続

東レグループ全体のコスト削減を進
めていく上で、新たな切り口で課題を
設定してロス・ムダを思い切って排除
し、費用の効率化・業務の効率化を
進める。

ＪＤプロジェクトＪＤプロジェクトＴＣプロジェクトＴＣプロジェクト

東レをはじめ、国内関係会社・
海外関係会社を含めた要員・
総労務費や、製造固定費、購
買・物流費、本社経費などす
べてのコスト要素を見直して合
理化を行い、徹底したトータル
コスト削減を進めた。

トータルコスト削減の成果 自助努力による改善額 億円億円
05/3→06/3

(JD-1)

+20

02/3→03/3 03/3→04/3 04/3→05/3

(TC-1) (TC-2) (TC-3)

+140 +123 +90 +353

合計
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３．財務体質強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

２００５年３月末のＤ／Ｅレシオは、１．０３まで低下した。今後も先端材料事業への積
極投資を行いながら、ＮＴ－Ⅱの目標値である１．０以下に向けて着実に財務体質強
化に取り組む。

２００５年３月末のＤ／Ｅレシオは、１．０３まで低下した。今後も先端材料事業への積
極投資を行いながら、ＮＴ－Ⅱの目標値である１．０以下に向けて着実に財務体質強
化に取り組む。

3,904 4,142

5,461 4,945

4,525

4,668

1.03

1 .19

1.40

0

1 ,000

2 ,000

3 ,000

4 ,000

5 ,000

6 ,000

7 ,000

8 ,000

9 ,000

10 ,000

０３／３月末 ０４／３月末 ０５／３月末 ０６／３月末 早期に達成

0.80

1 .00

1 .20

1 .40

1 .60

有利子負債

株主資本

Ｄ／Ｅレシオ

億円

（見通し）
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４．営業改革ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

①営業の意識改革　②営業指標の目標管理　③“New Value Creator”の推進　
④ＩＴ武装化　⑤ワンストップトータルサービス機能拡大　⑥グローバルオペレー
ションの更なる強化　⑦在庫半減プロジェクトの推進。

①営業の意識改革　②営業指標の目標管理　③“New Value Creator”の推進　
④ＩＴ武装化　⑤ワンストップトータルサービス機能拡大　⑥グローバルオペレー
ションの更なる強化　⑦在庫半減プロジェクトの推進。

２１世紀型“New Value Creator”の推進　

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

億円

海外関係会社
国内関係会社
東レ

0

400

800

1200

1600

2000

億円

海外関係会社
国内関係会社
東レ

“New Value Creator”の売上高

712

1,500

売上総利益

172

400

1,477

　04/3月期　　 05/3月期　 06/3月期 　早期に達成

295

　04/3月期　　　 05/3月期　　 06/3月期　 早期に達成

顧　客
　　　

消 費 者

新しい価値
の提供

「もの」＋「新しいサービス」、
「新しい生産流通の仕組み」
等の知恵、ノウハウ

新たなビジネス
モデルの構築

新素材・新商品の開発、新商流の開拓

（見通し） （見通し）（当初目標） （当初目標）

1,800 380
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５．品種別利益管理強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

粗利赤字品種の撲滅と、高採算品種へのシフトとともに、売上高営業費比率の
低減に取り組み、３年間で売上高営業利益率５％ポイントの改善を図る。

0.0%

5 .0%

10 .0%

15 .0%

20 .0%

25 .0%

0 2 / 3 期 0 3 / 3 期 0 4 / 3 期 0 5 / 3 期

0%

20%

40%

60%

80%

100%

04/3期 05/3期 06/3期

赤字品種

黒字品種

売上高総利益率・売上高営業費比率・
売上高営業利益率の推移

黒字・赤字品種の売上高比率の変化

早期に達成

売上高総利益率

売上高営業費比率

売上高営業利益率

（見通し）

東レ単体

２００６年３月期の課題

２００５年３月期の進捗状況

蝶理・水道機工を除く売上高営業利益率は前期
比１．４％ポイント改善。

粗赤品種の削減、品種別利益管理の強化をさ
らに徹底するとともに、自助努力改善（ＪＤ）プロ
ジェクトによる費用削減を徹底して、売上高営
業利益率の更なる改善を図る。
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６．先端材料事業拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

東レのコア技術を活用して開発した「先端材料」を、継続的に成長３領域（情報・通信、環境・安

全・アメニティー 、ライフサイエンス）を中心に供給し、高い成長を実現する。　　　　　　　　　　　

東レのコア技術を活用して開発した「先端材料」を、継続的に成長３領域（情報・通信、環境・安

全・アメニティー 、ライフサイエンス）を中心に供給し、高い成長を実現する。　　　　　　　　　　　
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億円

環境・安全・アメニティー他

ライフサイエンス

情報・通信

212

322

連結営業利益

3,054

3,441

連結売上高

4,065

（見通し）

461

4,700

550

03/3月期　　04/3月期　　 05/3月期　 06/3月期 　　　　 早期に達成

03/3月期　　04/3月期　　 05/3月期　 06/3月期 　　 早期に達成

（見通し）

（当初目標）

（当初目標）

4,400

510

1,477
1,745

528

527

1,049

1,169

2,191

497

1,376

0
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4500

5000

億円

環境・安全・アメニティー他

ライフサイエンス

情報・通信

２００６年３月期の課題

２００５年３月期の進捗状況

１．情報通信分野の更なる拡大を推進する。
２．事業化推進プロジェクトについては、１年

以内の事業化を実現する。

１．2005年3月期の連結売上高は４，０６５億円
（計画比＋３６５億円）、連結営業利益は４６１　
億円（計画比＋４６億円）となった。

２．事業化推進プロジェクトでは試作開発設備の
稼働を開始し、事業化実現に向けて着実に進
んでいる。

事業化推進プロジェクト
•有機ＥＬ材料
•ＣＭＰ研磨パッド
•次世代フィルム回路基板
•フラットパネルディスプレイ用部材　等
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７．ナンバーＯｎｅ事業拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

　　　（１）ナンバーＯｎｅ事業の拡大戦略の策定
　　　（２）ナンバーＯｎｅ事業への経営資源の傾斜投入
　　　（３）早期に連結営業利益で５５０億円を達成する

2,659
2 ,8 22

3 ,7 00
3 ,3 50

3 ,1 99
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売上高

03/3月期 　　　04/3月期　　　 05/3月期　　 　06/3月期 　 早期に達成
（見通し） （当初目標）

２００６年３月期の課題

２００５年３月期の進捗状況

１．各ナンバーＯｎｅ事業とも、２００４年度に策定した事
業拡大戦略を確実に実行し、計画通りに事業拡大
する。

２．各ナンバーＯｎｅ事業の設備投資の優先度ランク付
けを行い、経営資源の傾斜投入を推進する。

１．既存のナンバーＯｎｅ事業だけでなく将来のナンバー
Ｏｎｅ事業候補についても事業拡大戦略を策定した。

２．2005年3月期の連結売上高は３，１９９億円（計画比
＋９９億円）、連結営業利益は４２９億円（計画比－１
億円）となった。

営業利益
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（見通し） （当初目標）
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８．海外事業の戦略的拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

（１）中国における事業展開プロジェクト： 繊維、樹脂コンパウンド、不織布、水処理

（２）韓国における事業拡大プロジェクト： ＴＳＩ、ＳＴＥＭＣＯを中心とした電情材事業

（３）タイにおける事業拡大プロジェクト： 自動車関連事業（エアバッグ、カーシート等）

（４）東欧における事業展開プロジェクト： 自動車関連事業、電情材関連事業

（１）中国における事業展開プロジェクト： 繊維、樹脂コンパウンド、不織布、水処理

（２）韓国における事業拡大プロジェクト： ＴＳＩ、ＳＴＥＭＣＯを中心とした電情材事業

（３）タイにおける事業拡大プロジェクト： 自動車関連事業（エアバッグ、カーシート等）

（４）東欧における事業展開プロジェクト： 自動車関連事業、電情材関連事業
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外部売上高
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　　　　　 03/3月期　　 04/3月期　　 05/3月期　　 06/3月期 　 　 早期に達成

3,370

（見通し） （当初目標）

3,700

２００６年３月期の課題

２００５年３月期の進捗状況

事業構造改革を進め、計画を確実に達成
する。

１．原燃料高の影響により増益幅は小さくなった
が、海外事業の拡大・展開は順調に推移して
おり、今後更なる拡大を図る。

２．2005年3月期の連結売上高は３，３７０億円
（計画比＋２７０億円）、連結営業利益は１５４
億円（計画比－４６億円）となった。
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（見通し） （当初目標）
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黒字事業・赤字事業の推移

（１）黒字事業の収益の拡大　　　　（２）赤字事業の削減・黒字化（１）黒字事業の収益の拡大　　　　（２）赤字事業の削減・黒字化
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ＣＳＲへの取り組み

ＮＴ－Ⅱの推進によって、グローバルな高収益企業グループを目
指すとともに、これと併行して「安全・防災・環境保全」を最優先の
経営課題とし、「企業倫理・法令遵守」の取り組みをはじめとした　
ＣＳＲを積極的に推進する。

ＮＴ－Ⅱの推進によって、グローバルな高収益企業グループを目
指すとともに、これと併行して「安全・防災・環境保全」を最優先の
経営課題とし、「企業倫理・法令遵守」の取り組みをはじめとした　
ＣＳＲを積極的に推進する。

経営関連の取り組み

•ＣＳＲ委員会の設置（ＣＳＲ委員会は倫理委員会、法令遵守委員会等　
　８つの全社委員会を横断的につなぐ位置付け）
•「企業倫理・法令遵守８原則」、「ＣＳＲガイドライン」の制定
•企業倫理・法令遵守ハンドブックの配布
•ＣＳＲ報告書（環境・社会活動報告書）の発行（昨年度より）　等

環境関連の取り組み 社会関連の取り組み

•「環境３ヶ年計画」の推進
•「環境１０原則」の制定
•地球環境委員会、安全・衛生・環境委員会、
　製品安全委員会の設置　
・環境・リサイクル事業の推進　等

•顧客、社員、労組と経営陣との定期懇談会の実施
•（財）東レ科学振興会による基礎科学・理科教育の
　振興・助成
•芸術・文化支援、スポーツ振興等主体的な社会
　貢献活動の推進　等
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東レグループ中期展望（セグメント別営業利益）
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東レグループ中期設備投資計画

設備投資は成長拡大目的へ約６５％、うち情報通信・複材を中心とした戦略的拡大
事業へ約７０％を配分する。２００４年～２００６年の３年間で２５００億円の設備投資

２００４年～２００６年の３年間で２,５００億円の設備投資を行う。そのうち、成長拡大
目的へ約６５％、うち情報・通信機材、炭素繊維複合材料を中心とした戦略的拡大
事業へ約７０％を配分する。

設備投資は成長拡大目的へ約６５％、うち情報通信・複材を中心とした戦略的拡大
事業へ約７０％を配分する。２００４年～２００６年の３年間で２５００億円の設備投資

２００５年３月期～２００７年３月期の３年間で２,５００億円の設備投資を行う。そのうち、
成長拡大目的へ約６５％、うち情報・通信機材、炭素繊維複合材料を中心とした戦略
的拡大事業へ約７０％を配分する。

繊維・プラケミなどの

基盤事業からから生ま

れる安定的なキャッシュ

フローを原資として、

将来キャッシュフロー

を生み出す戦略的拡

大分野へ配分する。

繊維、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ

などの基盤事業から生ま

れる安定的なキャッシュ

フローを原資として、

将来キャッシュフロー

を生み出す戦略的拡

大分野へ配分する。

繊維・プラケミなどの

基盤事業からから生ま

れる安定的なキャッシュ

フローを原資として、

将来キャッシュフロー

を生み出す戦略的拡

大分野へ配分する。

繊維、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ

などの基盤事業から生ま

れる安定的なキャッシュ

フローを原資として、将来

キャッシュフローを生み

出す戦略的拡大分野

へ配分する。

基盤整備・改善*
35% 成長拡大

65%

基盤事業
３０％

戦略的拡大
事業
７０％

＊基盤整備・改善＝環境・安全・防災・省人化・合理化・維持投資 他

３年間で２,５００億円の設備投資３年間で２,５００億円の設備投資
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主要な成長拡大設備投資
事業領域 セグメント 製品 会社名 追加設備能力 稼働開始時期 既決設備投資額

(05/3～07/3)

基盤事業 繊維 ﾃｷｽﾀｲﾙ ＴＳＤ 500万m→750万m 2004年9月

ｴｱﾊﾞｯｸﾞ用ﾅｲﾛﾝ繊維 ＴＴＳ（タイ） 0t→6,000t/年 2004年9月

ﾅｲﾛﾝ繊維 ＴＦＮＬ（中国） 6,000トン／年 2005年1月

３ＧＴ繊維 三島工場 1,500t/年→2,500t/年 2005年5月

ｴｱﾊﾞｯｸﾞ用ﾅｲﾛﾝ繊維 ＴＴＳ（タイ） 6,000t/年→12,000t/年 2006年春

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ ＰＰＳ樹脂増設 東海工場 6,000t/年→8,000t/年 2004年10月

極薄ＯＰＰﾌｨﾙﾑ 土浦工場 18,000t/年→19,500t/年 2006年5月

戦略的拡大事業 情報・通信機材 ＣＯＦ用材料 東レﾌｨﾙﾑ加工 53万㎡/年→70万㎡/年 2004年12月

高機能保護ﾌｨﾙﾑ 東レﾌｨﾙﾑ加工 70万㎡/年→100万㎡/年 2004年12月

液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ 滋賀工場 140千枚/月→155千枚/月 2005年4月

ＴＡＢ・ＣＯＦﾃｰﾌﾟ ＳＴＥＭＣＯ（韓国） 53%増強 2005年4月

ＣＯＦ用材料 東レﾌｨﾙﾑ加工 70万㎡/年→100万㎡/年 2006年1月

厚物ＰＥＴﾌｨﾙﾑ 岐阜工場 70,000t/年→110,000t/年 2006年上期

ＴＳＩ（韓国）

Ｐｅｎｆｉｂｒｅ（ﾏﾚｰｼｱ）

医薬・医療 新タイプ人工腎臓 岡崎工場 →1,400万本/年 2005年夏

新事業その他 炭素繊維、ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ SOFICAR（ﾌﾗﾝｽ） CF：800t/年→2,600t/年 2004年10月

愛媛工場

炭素繊維、ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ ＣＦＡ、ＴＣＡ（米国） CF：1,800t/年→3,600t/年 2006年初め

ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ:5,200→11,400千㎡/年

炭素繊維、ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ 愛媛工場 CF：4,700t/年→6,900t/年 2007年1月
ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ:5,000→10,800千㎡/年

合計 約１，０００億円

約２００億円
（左記以外の案

件も含む）

約８００億円
（左記以外の案

件も含む）

０５年３月期～０７年３月期の３年間で行う
２，５００億円の投資のうち、約２／３を成
長・拡大投資に配分する。
（上記は意思決定済み分のみ）
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最近のトピックス（05/2～05/4) （１）

○
アセアン地域における樹脂の技術開発強化について
樹脂事業のグローバル競争力を強化するべく、マレーシア・ＴＰＭ社に技術センター
を設立。マーケットニーズを的確に捉え、迅速に対応できる技術活動体制を構築し、
アセアンでの樹脂事業のプレゼンスを強化する。

３月

○

血液透析患者における掻痒症を対象とする新規止痒薬の
国内における共同開発及び販売権に関する契約締結
日本たばこ産業（株）と鳥居薬品（株）及び当社は、オピオイド系止痒薬「ＴＲＫ－８２
０」（当社開発番号）について、血液透析患者における掻痒症を対象とする国内に
おける共同開発及び販売権に関する契約を締結。

３月

○

バイオマス材料であるセルロースを使用した環境調和型新
規繊維の開発
バイオマス（再生可能な生物由来の有機性資源）の一種であるセルロースの繊維
は、これまで環境負荷の大きい有機溶剤を使用する「溶液紡糸法」でのみ生産可
能であった。この度当社は、ポリエステルやナイロンなどの一般的な製造法である、
有機溶剤を使用しない「溶融紡糸法」による環境調和型新規繊維の開発に世界で
初めて成功。

２月

○

業界初、使用済み家庭用エアコンファンのマテリアルリサイ
クルを開始
三菱電機（株）と当社は使用済み家庭用エアコン室内機のクロスフローファンに使
用されるガラス繊維強化AS樹脂（AＳＧ）を分別・再生・再利用する業界初のマテリ
アルリサイクルを共同で開発。

２月

ＮＴーⅡの施策

○

先端材料
事業拡大

バイオとナノテクの融合で、世界初の樹脂製・超高感度タン
パク質解析チップを開発
極微量の血液等のサンプルから、疾患関連タンパク質を簡易な操作で従来の100
倍以上の高感度で検出できるバイオツールの基本技術の開発に成功。この技術を
用い、世界初の樹脂製多機能集積型のタンパク質解析チップの試作に成功。

２月

事業構
造改革,
ＮＶＣ

海外事
業拡大

ﾅﾝﾊﾞｰOne
事業拡大

トピックス時期
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最近のトピックス（05/2～05/4) （２）

○○
液晶ディスプレイ用カラーフィルターの生産設備の増設
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）用カラーフィルター事業について、中型・小型用途の高機
能カラーフィルター専用の生産設備の増設を３段階に分けて実施。

３月

○○○
炭素繊維の自動車車体への本格実用化加速
自動車車体などの大量生産が可能な、炭素繊維複合材料（CFRP）の高速成形技
術の確立に世界で初めて成功。成形時間を10分以下（従来の約15分の1）に短縮し、
大幅なｺｽﾄ削減を実現、CFRP適用自動車の量産化に大きく前進。

４月

○○

愛媛工場での炭素繊維及びプリプレグの生産設備増強　　
ボーイング社の新型旅客機B787への炭素繊維複合材料を始めとし、一般産業用
途も含めた炭素繊維の本格的な需要拡大に対応するべく、愛媛工場に炭素繊維
生産ライン及びプリプレグ生産設備の増強を決定。総投資額２５０億円で、２００７
年１月からの稼働開始予定。

４月

○

頻尿・尿失禁治療薬の共同開発および販売権に関する　　
契約締結
武田薬品工業（株）及び当社は、頻尿・尿失禁治療薬候補である「ＴＲＫ－１３０（当
社開発番号）・ＴＡＫ３６３（武田薬品工業（株）開発番号）」の共同開発及びマーケティ
ング契約について合意。

４月

○

ｱﾄﾋﾟｰ性皮膚炎患者における掻痒症を対象とする新規止痒
薬の国内における共同開発及び販売権に関する契約締結
マルホ（株）と当社は、オピオイド系止痒薬「ＴＲＫ－８２０」（当社開発番号）について、
アトピー性皮膚炎患者における掻痒症を対象とする国内における共同開発及び販
売権に関する契約を締結。

３月

ＮＴーⅡの施策

先端材料
事業拡大

事業構
造改革,
ＮＶＣ

海外事
業拡大

ﾅﾝﾊﾞｰOne
事業拡大

トピックス時期
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参考資料参考資料
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業界初、使用済み家庭用エアコンファンのマテリアル
リサイクルを開始

三菱電機（株）と当社は使用済み家庭用エアコン室内機のクロスフローファンに使用されるガラス
繊維強化AS樹脂（AＳＧ）を分別・再生・再利用する業界初のマテリアルリサイクルを共同で開発。

三菱電機（株）と当社は使用済み家庭用エアコン室内機のクロスフローファンに使用されるガラス
繊維強化AS樹脂（AＳＧ）を分別・再生・再利用する業界初のマテリアルリサイクルを共同で開発。

（株）ハイパーサイクルシステムズ　　　
（三菱電機（株）のリサイクルプラント）

回収・分別 破砕

東レ
ペレタイズ

金属除去

再生ASGﾍﾟﾚｯﾄ
ﾊﾞｰｼﾞﾝ100%
　ASGﾍﾟﾚｯﾄ

ﾘｻｲｸﾙASGﾍﾟﾚｯﾄ

三菱電機（株）

再利用

消費者

ファンに付着している金属等の異物混入、再生時のガラス繊維の折損等の問題により、
リサイクルが困難であったが、高度な物性回復技術と品質管理システムを確立。業界初
のガラス繊維強化AS樹脂のクローズドリサイクルを実現。



48

バイオマス材料であるセルロースを使用した環境調和型新規繊維の開発

バイオマス（再生可能な生物由来の有機性資源）の一種であるセルロースの繊維は、これまで
環境負荷の大きい有機溶剤を使用する「溶液紡糸法」でのみ生産可能であった。この度当社は、
ポリエステルやナイロンなどの一般的な製造法である、有機溶剤を使用しない「溶融紡糸法」に
よる環境調和型新規繊維の開発に世界で初めて成功。

バイオマス（再生可能な生物由来の有機性資源）の一種であるセルロースの繊維は、これまで
環境負荷の大きい有機溶剤を使用する「溶液紡糸法」でのみ生産可能であった。この度当社は、
ポリエステルやナイロンなどの一般的な製造法である、有機溶剤を使用しない「溶融紡糸法」に
よる環境調和型新規繊維の開発に世界で初めて成功。

セルロースの特長　 ：　光合成によって生産される　「地球上で最も豊富なバイオマス」

環境負荷の大きい有機溶剤を用いる

「溶液紡糸法」でのみ製造可能

有機溶剤を使用しない、ポリエステル

やナイロン等の一般的製造法である

「溶融紡糸法」　により製造可能

新規開発した熱可塑性セルロース系繊維従来のセルロース系繊維

当社の優れた高分子設計
技術の活用により、従来得
られなかった新規ｾﾙﾛｰｽ
系繊維の創出に成功

超極細繊維 超軽量繊維 高異形繊維×

△

◎

◎

ＰＥＴ

○

◎

×～△

○

トリアセテート

○機械的物性

◎断面制御・複合

○吸湿性

◎発色性

熱可塑性
ｾﾙﾛｰｽ

＜素材のポテンシャル＞

本研究は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の支援を受け、京都大学大学院西尾研究室との共同研究
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バイオとナノテクの融合で、
世界初の樹脂製・超高感度タンパク質解析チップを開発

極微量の血液等のサンプルから、病気の原因や発症状況に関係する疾患関連タンパク質を、
簡易な操作で従来の100倍以上の高感度で検出できるバイオツールの基本技術の開発に成功。
この技術を用い、世界初の樹脂製多機能集積型のタンパク質解析チップの試作に成功。

極微量の血液等のサンプルから、病気の原因や発症状況に関係する疾患関連タンパク質を、
簡易な操作で従来の100倍以上の高感度で検出できるバイオツールの基本技術の開発に成功。
この技術を用い、世界初の樹脂製多機能集積型のタンパク質解析チップの試作に成功。

＜本開発の位置付け＞

＜本開発の３つの特長＞

樹脂化の課題
　サンプル中のタンパク質が、樹脂製チップ　
　の経路表面に吸着し、解析が困難

１．優れたタンパク質吸着抑制効果

未知の疾患関連タンパク質の研究（プロテオーム解析） 別途、研究推進中

疾患関連タンパク質を検出・解析する研究（タンパク質解析） 多機能集積型タンパク質解析チップ

疾患関連遺伝子を解明する研究（ゲノム解析) 高感度DNAチップ

（Ｈ１７．２ 発表）
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未処理樹脂 東レチップ
回

収
率

（
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）

医療器材の材料開発で培っ
たナノレベルの表面修飾技
術で吸着防止

テーラーメード
医療を目指した

３つの研究

（Ｈ１６．９ 発表）

複数機能をチップ上で連動
させた世界初の多機能集積
型チップ

２．１枚のチップ上に複数の機能を集積化
　　　（タンパク質解析の自動化に目処）

高精度の樹脂微細加工技術を活用

粗分離 精製 染色

変性

電気泳動
検出

３．従来の１００倍以上の検出感度を実現 ノイズ（信号対雑音比）の低減などにより達成

本研究は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の支援を受け、大阪大学川合研究室、名古屋大学馬場研究室との共同研究
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アセアン地域における樹脂の技術開発強化について

樹脂事業のグローバル競争力を強化するべく、マレーシア・ＴＰＭ社に技術センターを設立。マー
ケットニーズを的確に捉え、迅速に対応できる技術活動体制を構築し、アセアンでの樹脂事業の
プレゼンスを強化する。

樹脂事業のグローバル競争力を強化するべく、マレーシア・ＴＰＭ社に技術センターを設立。マー
ケットニーズを的確に捉え、迅速に対応できる技術活動体制を構築し、アセアンでの樹脂事業の
プレゼンスを強化する。

ＴＰＭ社技術センター マーケットニーズに密着した新製品開発　　　　　

生産性や品質の向上を目的とした生産技術開発

お客様に対する技術サービスの向上　　　　　　　

アセアンでの樹脂事業強化

・積極的な拡大投資

・研究技術開発体制の
　グローバル体制構築

2006年のマレーシアにおけるＰＢＴ樹脂の重合生産開始

タイにおけるコンパウンド設備の増強

ＴＰＭ社の技術センター設立

アジアにおける樹脂のメジャープレーヤーとしてのプレゼンスを一層強化
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ＬＭ－５ ＬＭ－４ ＬＭ－３

液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）用カラーフィルター事業について、中型・小型用途の高機能カラーフィル
ター専用の生産設備の増設を３段階に分けて実施。

液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）用カラーフィルター事業について、中型・小型用途の高機能カラーフィル
ター専用の生産設備の増設を３段階に分けて実施。

液晶ディスプレイ用カラーフィルターの生産設備の増設

ＬＭ－５ ＬＭ－４ ＬＭ－３

＜当社のカラーフィルター生産ライン構成＞

【既存ライン】
ＬＭ－３　：　サイズ　４００ｍｍ×５００ｍｍ　能力　８０千シート／月
ＬＭ－４　：　サイズ　６２０ｍｍ×７５０ｍｍ　能力　６０千シート／月

【新ライン】　　　　　　　－中型・小型専用工場（ﾊｲｴﾝﾄﾞ高付加価値品種対応）－
ＬＭ－５　：第３～４世代サイズラインの３段階に分割した増設
第Ⅰ期　サイズ　５５０ｍｍ×６７０ｍｍ～６２０ｍｍ×７５０ｍｍ　能力　１５千シート／月（２００５年４月稼働）
第Ⅱ期　サイズ　５５０ｍｍ×６７０ｍｍ～６２０ｍｍ×７５０ｍｍ　能力　１５千シート／月（稼働時期は未定）
第Ⅲ期　　未　　定

【新ライン】　　　　　　　－中型・小型専用工場（ﾊｲｴﾝﾄﾞ高付加価値品種対応）－
ＬＭ－５　：第３～４世代サイズラインの３段階に分割した増設
第Ⅰ期　サイズ　５５０ｍｍ×６７０ｍｍ～６２０ｍｍ×７５０ｍｍ　能力　１５千シート／月（２００５年４月稼働）
第Ⅱ期　サイズ　５５０ｍｍ×６７０ｍｍ～６２０ｍｍ×７５０ｍｍ　能力　１５千シート／月（稼働時期は未定）
第Ⅲ期　　未　　定

＜本増設の狙い＞

　　　 ①カラー携帯電話用途市場（２００７年頃６億台、カラー化率９０％）における
　　　　　トップシェアの維持・拡大。
　　　 ②中型・小型サイズの主力生産ラインが第１～２世代から第３～４世代に拡大。
　　　③第３世代ラインを中心としたカラーフィルター不足への対応。
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愛媛工場での炭素繊維及びプリプレグの生産設備増強

ボーイング社の新型旅客機B787への炭素繊維複合材料を始めとし、一般産業用途も含めた炭
素繊維の本格的な需要拡大に対応するべく、愛媛工場に炭素繊維生産ライン及びプリプレグ生
産設備の増強を決定。総投資額２５０億円で、２００７年１月からの稼働開始予定。

ボーイング社の新型旅客機B787への炭素繊維複合材料を始めとし、一般産業用途も含めた炭
素繊維の本格的な需要拡大に対応するべく、愛媛工場に炭素繊維生産ライン及びプリプレグ生
産設備の増強を決定。総投資額２５０億円で、２００７年１月からの稼働開始予定。
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35,000

2004 2005 2006 2007

産業

スポーツ

航空・宇宙

東レＧ販売量

ｔ/年

千m2/年

東レグループ　

炭素繊維生産能力

（　)の値が今回発表の増設分

東レグループ　

プリプレグ生産能力

（　）の値が今回発表の増設分

用途別CF需要見通しと東レＧ販売計画
ｔ

市場成長率10%以上

東レＧ成長率12.4%

Ｂ７８７用炭素繊維複合材料供給ルート

ＣＦＡ ＴＣＡ

東レ　愛媛工場 日本の重工ﾒｰｶｰ

ボーイング社

　完成品　加工品　　プリプレグ炭素繊維

約６０％

約４０％

　ボーイング社及び
　欧米の部品ﾒｰｶｰ

（+2,200)

（+2,200)

（+5,800)

（+5,800)

現在 2006年 2007年

日本（愛媛工場） 4,700 4,700
6,900

フランス（SOFICAR) 2,600 2,600 2,600

アメリカ（CFA) 1,800 3,600 3,600

グループ計 9,100 10,900
13,100

現在 2006年 2007年

日本（愛媛工場） 5,000 5,000
10,800

アメリカ（TCA) 5,200 11,400 11,400

グループ計 10,200 16,400
22,200
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炭素繊維の自動車車体への本格実用化加速

自動車車体などの大量生産が可能な、炭素繊維複合材料（CFRP）の高速成形技術の確立に
世界で初めて成功。成形時間を10分以下（従来の約15分の1）に短縮し、大幅なｺｽﾄ削減を実現、
CFRP適用自動車体の量産化に大きく前進。

自動車車体などの大量生産が可能な、炭素繊維複合材料（CFRP）の高速成形技術の確立に
世界で初めて成功。成形時間を10分以下（従来の約15分の1）に短縮し、大幅なｺｽﾄ削減を実現、
CFRP適用自動車体の量産化に大きく前進。

ＣＦＲＰのメリット
　・軽量化　　　
　・安全性

ＣＦＲＰの課題　　　　　　
　・量産技術の確立　　
　・低コスト化

「超ハイサイクル一体成形法」の確立　　　　　　

ＣＦＲＰ成形フロー

　　　　 計２時間強

計１０分

基材配置樹脂含浸 樹脂硬化 脱型

　・樹脂の含浸速度を飛躍的に向上

　・成形時における樹脂の流動性と硬化速度
　 を大幅に改善

　・炭素繊維シートの新しい三次元一体賦形
技術を導入

成形時間

従来法

超ハイ
サイクル
一体　
成形法

◆ ＣＦＲＰ適用自動車体の量産化に大きく前進

◆ 航空機部材等他用途への拡大展開も可能

自動車用ドア部品
（試作品）

上型

炭素繊維シートの
三次元一体賦形基材

基材配置 　　樹脂含浸・硬化 脱型

樹脂調合

加圧注入

成形品

上型

下型

基材配置 樹脂含浸・硬化

本研究は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の支援を受け、日産自動車との共同研究
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本資料中の２００６年３月期業績見通し、
及び中期経営課題における見通し、事業
計画についての記述は、現時点における
将来の経済環境予想等の仮定に基づい
ています。

本資料において当社の将来の業績を保
証するものではありません。
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